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1. 会社概要 

 (1) 事業所名及び代表者氏名 

株式会社ホクノー 代表取締役社長 野地 秀一 

 (2) 本社所在地 

 〒004-0014 北海道札幌市厚別区もみじ台北7丁目1-2 

 (3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

 環境管理責任者：取締役管理部長 鈴木 和敏  (連絡先 TEL：011-897-2012  FAX:011-897-2046)   

 (4) 事業の内容 

 食品小売、雑貨書籍販売および不動産、公園施設の管理、飲食 

 (5) 事業の規模（主要製品の生産量・出荷額・従業員数、事業所の延べ床面積等） 

 

 

 

 

 

 

  (6) 環境活動の対象期間と発行日 

 対象期間：令和３年度 (2021年8月1日～2022年7月31日) レポート発行日：2022年11月1日 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

活動規模 単位 令和２年度 

売上高 百万円 売上規模（2,975） 

従業員 人 8h換算134人（総人数216人） 

床面積 ㎡ 4,099 

(7) 対象事業所一覧 

 ① 本社                        ：札幌市厚別区もみじ台北7丁目1-2 

 ② 中央店                       ：札幌市厚別区もみじ台北7丁目1-2 

 ③ 新札幌店                      ：札幌市厚別区厚別中央1条6丁目 

 ④ 厚別５条店                     ：札幌市厚別区厚別中央5条6丁目 

 ⑤ 厚別東2号店                   ：札幌市厚別区厚別東2条4丁目 

 ⑥ もみじ台南店                  ：札幌市厚別区もみじ台南6条1丁目 

 ⑦ もみじ台ショッピングセンター直営店（リビングもみじ台、だいいち） 
                                           ：札幌市厚別区もみじ台北7丁目1-2 

 ⑧ 牛角ウエスタンパワーズ店 ：旭川市永山12条3丁目 

 ⑨ ホクノー園                     ：札幌市厚別区下野幌2006番地 
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２．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

私たちは、お客様の豊かな暮らしを創造するために、安全・安心な商品・サービスを提
供するとともに、地域社会の一員として地球環境に関する責任を厳粛に受け止め、企業
活動と環境との調和を図り、環境汚染の防止、資源の有効利用に継続的に取り組み、  

より良い社会の実現に努めて参ります。 

基本方針 

(1) 環境に関する法律、規制及びその他要求事項を遵守します。 

(2) 地球温暖化防止のため、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。 

(3) 水使用量の削減など省資源に努めます。 

(4) 食品廃棄物の抑制とリサイクルに取り組みます。 

(5) 環境に配慮した商品の販売、環境に配慮した店舗運営に努めます。 

(6) この方針を従業員に周知徹底し、定期的な見直し、継続的な改善を行います。 

2021年8月1日 
株式会社ホクノー 

代表取締役社長 野地 秀一 
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４ー１．令和３年度からの中期環境目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・令和３年度 二酸化炭素総排出量 1,279,652.76kg（前年度 1,455,345.80㎏） 

 （温室効果ガス排出係数：北海道電力㈱0.549kg-CO2/kWh・㈱エネット0.372kg-CO2/kWh） 

・食品リサイクル率 91.8%(令和3年度実績率)：基準実施率 94.6%(令和2年度実施率) 

  内  訳： 発 生 量 28,727kg (100%)  (前年発生量 33,939kg) 

        再生利用量 26,368kg (91.8%) 

   再生利用等以外(焼却)  2,359kg ( 8.2%) 

 

４ー２．令和３年度の取組と実績評価、令和４年度の取組 

(1)CO2 排出量を毎年1.0 ％削減 
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∞ ᴁ ֩ ֪ ᴁ ᴁ ᴁ

ׄ׳ם kg-CO2 1,455,345 1,440,791 1,426,383 1,412,119

ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ

6,071 6,010 5,950 5,890

ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ

╗ ᵳᶞ kg 47,817 47,339 46,865 46,396

ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ

kg 33,939 33,600 33,264 32,931

ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ

᷈Ḝᴻ kg 881 872 863 854

ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ ðׂ׀׃ֿ

ḴḀ ð 91.1 91% 91% 91%

┐ ┐ ┐

֩ ֪ 1,440,791 1,426,383 1,412,119

֩ ֪ 1,266,856 1,254,188

֩ ֪ 1,279,653

֩ð֪ 88.8%

לּ

ᶍ

╗H ᶍ ᶱ ᵶᶉᵫᶨƎ ᶍ ᶱ ᵶᴲ ᶍ ᶎ╗ ╥ᵬᵸᶪᴳ
╗H ᶊ╦ ᷆ᴻḁᶍ ᶿḝᶱ ᵸᶪᴳ
ᴴ ·ᶍ ḧƎᴻḎᶸḻ᷅ ᶆᶍ ᶩ ᵶ ╔ᶆ ╢ᶍ≥ ᶱ ᶩ ᶊ ᵶ ╥Ǝᵬ ᵬ ᶉ
ᶪ ᶊ ᵸᶪᴳ

לּ
ᴴ ᶊᶧᶪ ᶍ ᵫ ᶱוֹ ᵶᵾG
ᴴ ᵫ ᵪᶂᵾᵫ ḵƎᴻḑḚᴻḎᶸḻ᷅Ḥᶹḱᴻᶍ ᵫוֹ ᵬᵪᶂᵾᴳ

ᴴ ᴲ ᶍ ᶎᴲ ￼ ᶍᶞ Gׁש ᶎḇᶹḦᴻḃḋḐG
ᴴ ᷆ᴻḁᶍ ᴲ ᶱ ᵫᵹᴲ ᶱ ᴳ
ᴴ ᵶטּ ᶍℓᵣ ᴲ ᶍ ᶱ ᴳ֩ ֪
ᴴḵᴻḑḚᴻḎᶸḻ᷅Ḥᶹḱᴻ᷀ ᶱ ᴳ ᶱ AƎ ᵪᶨ ᷁ḁᶗ ᴳ
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４ー２．令和３年度の取組と実績評価、令和４年度の取組 

( 2) 水使用量を毎年1.0 ％削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 3) 一般ごみ排出量を毎年1.0 ％削減 
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֩ ֪ 6,010 5,950 5,890

֩ ֪

֩ ֪ 5,978

֩ð֪ 99.5%

לּ

לּ

ᴴ ᶱ ᶊᵺᵹᴲ ᵶᶂ ᵶᶎ ᵰᴲᵾᶠ ᵬ ᵣᶊ ᶠᶪᴳ
ᴴ ᶇ ḐᶹḴᶍ וּ ᶱ ᴳ

ᴴ ᵪᶨᴲᶡᶞᵷ ᶆ︣ ᵶᵾ᷈ᶹḻḱḻḑḲᴻᶊᶧᶩ ᴳנּ
ᴴ ᷈ḵḒᶻᶹḳḁᶍ☼ ᶆ☺ ᵶᶅᵣᶪ╦ ᵫ᷀Ḙᴻᵶᶅᴲ וֹ ᶊ ᶱ
ᵸᶪᵲᶇᵫᶆᵬᵾᴳ

ᶍ
ᴴ ·ᶍ ᴲḧᴻḎᶸḻ᷅ ᶆᶍ ᶩ ᵶ ╔ᶆ ╢ᶍ≥ ᶱ ᶩ ᶊ ᵶᴲ╥ᵬ ᵬ ᶉ
ᶪ ᶊ ᵸᶪᴳ
ᴴ ᴲ ᵫ ᵬᵮ ᶂᶅᵣᶪ ᵫᵡᶫᶏ ╣ ᶱ ᴲ ᶱ ᶪᴳ

֩ ֪ 47,339 46,865 46,396

֩ ֪ 47,098 46,627

֩ ֪ 47,574

֩ð֪ 100.5%

לּ

ᴴ ᵳᶞᶇ ᵳᶞᶍטּ ᶱ╗ ᴲ ᶊ סּ ᶉ ᷉ḧᶎ ᶊטּ ᶠᶪᴳ
ᴴ ᶆᶍ ᶎᴲ ᶍᵾᶠ ᶪᵿᵰ⅓ ᵸᶪᴳ
ᴴḲ᷊ᶹ᷄ḳ ᷉ḧᶡ ᶊ ᵣ ᴲḲ᷊ᶹ᷄ḳᶱ ᴳ

ᶍ
ᴴ ᶍ ᶱ ╗ ᶊ ᵶᴲ סּ ᶉ ᵳᶞᶍ ᶱ ᵴᵺᶪᶧᵥᴲ
ᶊ ᶱ ᵸᶪᴳְְְ֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨֨ᴴ
᷈ḵḒᶻᶹḳḁ ᶊטּ ᵣᴲḀᶼḋḐḇᶿḳᶱ︣ ᴲḢᴻḙᴻḇᶿḳ ᶊ ᶠᶪᴳ

לּ
ᴴ ᶧᶩᶡ ᵴᵺᵾᵫᴲ ð ᶍ ᶊᶎ ᵶᶉᵪᶂᵾᴳ
ᴴ ᷈ḵḒᶻᶹḳḁ ᶇᵶᶅ ᵣ ᴲ᷀᷉ᶣ᷀ᴻḐᶍ ᶊᶧᶪḢᴻḙᴻḇᶿḳᶍ נּ
ᶍ☼ ᵫ ᵬᵪᶂᵾᴳ
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４ー２．令和３年度の取組と実績評価、令和４年度の取組 

 (4) 食品廃棄物排出量を毎年1.0 ％削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 5) コピー用紙使用量を毎年1.0 ％削減 
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֩ ֪ 872 863 854

֩ ֪ 820 812

֩ ֪ 828

֩ð֪ 95.0%

לּ

ᴴ ᶎ ╠ ᶆ ḡᴻḁᶍ ᶱ ᴲ ḁḎᴻ᷿ḯḻ ᶍ᷈Ḝᴻ ᶊ
ᶠᴲ ᴴ ᶎᶻᶼḞḩᴻḳ ᶱ ᵸᶪᴳ
ᴴ ᶎ ᶱ ᵸᶪᴳ

לּ ᴴ ᶍ ᶊᶧᶩ ᶱ ᶆᵬᵾᴳ

ᶍ
ᴴ ᶎ ╠ ᴴ ╠ ᶆ ḡᴻḁᶍ ᶱ ᴲ ḁḎᴻ᷿ḯḻ ᶍ᷈Ḝᴻ
ᶡ╥ᵬ ᵬ ᶊ ᶠᴲ ᴴ ᶎᶻᶼḞḩᴻḳ ᶱ ᵸᶪᴳ

ᴴ ᶎ ᶱ ᵸᶪᵫᴲ ᶉ╠ ᶱᵶᶉᵣᶧᵥ ᶒᵪᵰᶪᴳ

֩ ֪ 33,600 33,264 32,931

֩ ֪ 28,440 28,155

֩ ֪ 28,727

֩ð֪ 85.5%

לּ

ᴴ ᷉ḧᶎ ᵫ ᴲ ᵶᶅᵣᶪᵫᴲ ᶊ ᶠᶪᴳ
ᴴḁᴻḙᴻᶍ ᶎᴲ ᶇ ᴲטּ ᶊᶧᶩ ᶱ ᶪᴳ
ᴴ ᶊᶎ™ ᶆ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᷉ḧ ᶍ ᵫ ᶆᵡᶩᴲ ·ᶍ
ᶊᶧᶩ ᶍ ᶊ ᶠᶪᴳ

לּ
ᴴ ᶊḁᴻḙᴻᶍ ᶍ ᶊᶧᶩᴲ ᷉ḧ ᶱ ᶊ ᵶᵾᴳ
ᴴ ᷈ḵḒᶻᶹḳḁ ᶍ☼ ᶆ ᵶᵾ╦ ᶍ☺ ᶊ ᵣᴲ ᶎ ᵶᵾᴳנּ

ᶍ

ᴴḁᴻḙᴻᶍ ᶎᴲ ᶇ ᴲטּ ᶊᶧᶩ ᶱ ᶪᴳ
ᴴ ᶎᴲג׀׃דðᶇ Ḳ᷊ᶹ᷄ḳ ᶊ ᶄᵮ ᶍׂׄׄ׆ ᶝᶆᶍ
ðᶱׂא ᶊ ᶂᶅᵣᶪᵫᴲ ᶍא׀׆דðᶱּז ᶪ ᶇᶉᶩᴲוֹ ᶇᵶᶅᵣᶪ™

ᶍ╦ ᶱ ᵴᵺᶪᶧᵥᴲ ᶊ ᶠᶪᴳ
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４ー２．令和３年度の取組と実績評価、令和４年度の取組 

 ( 6) レジ袋辞退率91 ％を維持 

 
 

 

 
  

  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

５．環境に配慮した商品として、ラベルレスの飲料水・乳酸菌飲料等の販売に努めた。   

 

 ６．2017 年11 月から中央店２階に「ホクノー健康ステーション」を開設、健康寿命を 

   延ばすために、超高齢社会となった地域と連携した取組を実施中である。 

 

 ７．ホクノー園についての環境負荷は微量である。 

 

 ８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無  

(1) 罰則、行政指導に関わる義務規程について、違反及び関係機関から指摘はなかった。 また、訴訟等も 

 なかった。 以下に遵守している主な環境関連法規制を示す。 
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֩ð֪ 91% 91% 91%

֩ ֪

֩ð֪ 91%

֩ð֪ 100.0%

לּ

ᶍ
ᴴḴḀ ᶍ ᵫלּ ⱦᶱ ᶂᶅᵬᵾᵲᶇᵪᶨƎ ᶧᶩ ⱦᶊ╥ᵬ ᵱᶪᵲᶇᶆƎ Ḵ
Ḁ ᶱ ᶊ ᵴᵺᶪנּ ᶇᵶᵾᵣG

ᴴḴḀ ᶊ ᵰᵾ ᶞᶊ ᵸᶪ ֩ ᴲ ᴲ ֪ɵ 20 9 3 ᶊ ᴲ
ᶱ ᵶ╗ ᶍ ᶱוֹ ᵱᶅᵩᶩƎ ╥ᵬ ᵬḦᶹḘḋ᷅ ᶍ┐ ᶊ ᶠᶪᴳ

ḴḀ טּ 1֩ 3ⱦ ᶊ֪ᶧᶪḴḀ ᶍ ᶎ ᶞᶈᶩᶇᵲᵲᶬᶍ ᶱ ᵷᶅᴲ
ᶣ ╓ ᶉᶈᶊ ᵶ ᵼƎᶍ ᶱ ᵶᶅᵣᶪG

לּ
ᴴ ᶆᶎ ᵪᶨḴḀ ᶍ ᶱטּ ᶠᶅᵩᶩƎ ᶊ ᵣ ᶱ┐ ᵶᶅᵬᵾᵫƎ

ᵪᶨᶍḴḀ טּ ᶱᵬᶂᵪᵰᶇᵶᶅ ᵫ ᴲ ḴḀ 9 ðᶊ
ᵶ 9Ǝ1 %ᶍ ᶆ ᶱ ᵶᵾᴳ
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９．代表者による全体評価と見直しの結果  

（１） 環境目標及び活動計画の達成状況 

   令和３年度は、２０１７年版ガイドラインに沿った形で見直した新たな中期計画の初年度であった。 

   環境目標については、新型コロナウイルス感染拡大による営業・環境活動への影響が引き続き大きい

ことから、単純に評価はできないが６項目中５項目で目標達成となった。 

  ①「ＣＯ２排出量1.0 ％削減」は店舗の冷蔵・冷凍機器の更新とロードヒーティングボイラー更新によ

る燃料転換といったハード面での投資が大きな効果をもたらし目標を達成した。 

  ②「水道水利用量の1.0 ％削減」は、コインランドリー稼働開始で利用量増加したが、新型コロナウイ

ルス感染拡大による飲食店の営業縮小の影響が大きく目標達成となった。 

  ③「一般ゴミ排出量1.0 ％削減」は、分別の徹底と再資源化への意識付けが奏効し前年比0.5 ％削減で

きたが、前年比1.0 ％削減の目標には届かず、未達となった。 

  ④「食品廃棄物排出量を1.0 ％削減」は、スーパーの惣菜部門の管理徹底により、目標比△14.5 ％と大

幅な削減となった。 

  ⑤「コピー用紙使用量1.0 ％削減」は、資料の両面印刷や報告連絡のウェブ活用によって、使用量と印

刷物削減を徹底、目標達成した。 

  ⑥「レジ袋辞退率91 ％を維持」は、2020 年7月1日からのレジ袋有料化政策をきっかけとして、レジ

袋辞退率が90 ％から91 ％へ増加、以降定着・継続しており目標達成となった。 

   エコアクション２１認証１６年目となる次年度、引き続き法令遵守、地域貢献を念頭に行動していく。 

特に高齢化社会における地域環境の保全を考慮したい。 

 

（２）環境目標の見直し 

   環境目標は、令和３年度実績を基に「ＣＯ2排出量」「食品廃棄物排出量」「コピー用紙使用量」の 

  目標達成３項目は上方修正、目標達成項目の「水道水利用量」は、飲食店営業の回復が見込めること 

  から修正せず、「レジ袋辞退率」同様中期目標通りとし、未達の「一般ゴミ排出量」は下方修正した。 

   環境負荷軽減活動は、企業経営の効率向上と経費削減に直結することから、今後も生産性向上など 

  経営課題解決を図る一つのチャンスと捉えて行きたい。 

 

（３）環境システムの実施体制 

   現状、実施体制に変更の必要性はないと考える。環境活動計画について、各拠点における管理者、従

業員の意識が最も重要と考えることから、会議等でＰＤＣＡサイクルに基づき、計画を明確にして着実

に遂行したい。  
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